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研究成果の概要（和文）：本研究では被加害者双方に着目したネットいじめ対策のための技術の開発に取り組ん
だ．研究成果として，まず研究に用いる各コーパスの構築を行った．その中①一般ブログコーパス，②有害表現
コーパス（ネットパトロール記録），③うつ病的表現コーパスを用いた．収集したデータに対して統計的特性の
調査を行った．さらに有害表現判定モジュール及びうつ病的表現判定モジュールを設計し実装と実験評価を実施
した．具体的には自然言語処理手法を用いて13種類の前処理方法（形態素解析，構文解析，固有表現抽出など）
及び人工知能の複数の手法（13種類の分類器）を比較した．最終的には93.5%と最も高い分類性能の手法を実験
的に確定した．

研究成果の概要（英文）：In this research, I developed a technology for automatic detection of 
cyberbullying with particular focus on both victims and perpetrators. As a research outcome, I first
 constructed three corpora: (A) general blog corpus, (B) harmful expression corpus, and (C) 
depressive expression corpus. Further, I investigated statistical characteristics of the collected 
data. Next, the harmful expression detection module and depression expression detection module were 
designed, implemented and experimental evaluations were carried out. Specifically, I compared 13 
types of Natural Language Processing methods (morphological analysis, syntactic parsing, named 
entity extraction, etc.) and multiple Artificial Intelligence methods (13 classifiers) were applied 
and compared. Ultimately, the method with the highest classification performance of 93.5% was 
experimentally confirmed.

研究分野：自然言語処理
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

 近年のオンラインコミュニケーションの

普及につれて，日本を始め全世界において，

Facebook，Mixi，Twitter などのような SNS

（ソーシャルネットワーキングサービス）を

通じてインターネットで社会関係を作り，そ

れを維持する人が増えてきている．しかし，

オンライン生活には便利な点がある一方，実

世界の問題もインターネットへ運搬されて

しまうこともある．その中，最近特に喫緊の

社会問題として認知されるようになったの

は，ネットいじめ（cyberbullying，CB）が

ある．ネットいじめとは，携帯電話やパソコ

ンを通じて，インターネット上のいわゆる学

校非公式サイトの掲示板などに特定個人に

対する悪口や誹謗・中傷を書込むなどして，

有害情報によるいじめを行うものである．CB

が「いじめ」の新しい形態として問題視され，

青少年に対する影響が懸念されている．この

ような CB では，短期間で深刻化するケース

も多い上に，当事者は容易に被害者にも加害

者にもなり得る．そのため，深刻化を見過ご

すと事件にまで発展する危険性があり，早期

発見，早期対応に向けた取組みが急務である．

このような CB の問題は海外においても注目

されつつあり，今後世界規模で研究が進展す

ると予想される． 

ネットいじめは特に若年層のインターネ

ットユーザのプライバシーを危険に晒し，被

害者の情緒不安定，うつ病発症や自殺にまで

つながることもあるため，教育現場における

有効な対策が求められている．また，CB は

ネットパトロール（NP，サイバーパトロー

ル（CP）とも）活動によって監視されている

が，人手で無数のインターネットフォーラム

や，電子掲示板を監視しているため，NP 担

当者にかかる負荷も看過出来ない．よって，

これらを支援する仕組みの実現が急務であ

る．研究代表者は以前，ネットいじめの加害

者の書き込みに注目し，文レベルでネットい

じめ書き込みを自動検出する技術を開発し

てきたが，それを改善する必要がある．また，

加害者のみならず被害者もいじめをされて

いる標識を送っている．うつ病的な表現や自

殺意図を示す表現などがその例であり，行動

に走る前に速やかに検出し対応をする必要

がある． 

研究代表者は日本語を中心にして言語におけ

る感情表現の研究を 10 年以上続けてきた. 初期

の研究では,小規模なテキストデータを手作業で

分析していたが,大規模データを用いた検証する

必要があった.そこで, 上記の日本語の感情表現

の働きを自然言語処理の分析方法を用いて確認

するために必要なツールを開発し, 大規模な実

験環境を構築した.まずは文章内の感情認知･解

析システムML-Askを構成し,56億語を超える

大量のブログコーパスに感情情報（感情極性，

感情種類など）のタグ付けを行うことができた.

しかし，インターネット上の言語リソース（ブロ

グ，チャットルーム，掲示板など）には顔文字な

ど一般辞書に含まれない表現が頻繁に使われて

おりコンピュータ処理しにくい現状であった.そ

こで, ほぼ全ての顔文字を自動分析できる顔文字

解析システムCAO を構築した.これらの研究に

より，話者の感情状態を分析することで聞き

手や会話対象に対する話者の気持ちの計算

が可能であることを明らかにした．また，

WEB マイニング手法を用いて，話者の感情

状態が会話の場面(文脈)に合致しているかど

うかを計算する手法を提案した．これらのシ

ステム及び手法はすでに完成しており，感情

表現の研究インフラとして,研究代表者を始

め他の研究者にも広く応用されている. 

上記のインフラを実世界問題に応用し，ネ

ットいじめの対策方法の研究を始め研究を進

めた.感情解析システム ML-Ask と CAO を利

用し掲示板の内容を解析し,文脈的適切性判定

手法によってユーザの感情が文脈に適してい

るかどうかの判定を試みた際，ネットいじめ

と関係するユーザを見て，感情の混乱・不安

定になった 2 タイプのユーザが見られた．一

つは，SNS 上に心の悩みを打ち開き被害者に

なりやすいうつ病的なユーザと，不満や怒り

によって SNS 上を荒らし，加害者になりやす

い荒らすユーザという 2 種類のユーザがあっ

た．以前「世評・感情・倫理を考慮して柔軟

に有害表現を検出する技術の開発とその応

用」の研究課題では荒らしの書き込みを検出

することに集中した．しかし，うつ病的ユー

ザが対応されない場合，引きこもり，自殺に

まで至ることが考えられるので早期発見すべ

きであることに気付いた.また,荒らすユーザ

の場合は，故意に加害者になることもあるが,

多くのユーザは書いた文章が相手を傷つける

ことを想像できず,偶然にいじめ加害者になる

ということもある.なお,荒らすユーザは，書き

込む前の段階で対応をするのがより効率的だ

と考えられる.このように応募者は,インター

ネット上に現れるいじめ関係の行為をより効

率よく対応するには,両方のユーザに集中をす

る必要があることに気付き,被加害者双方に着

目したネットいじめ対策技術の着想に至った. 

 



２．研究の目的 

 

以上の背景を踏まえ，本研究では以下の課題

に取り組むことにする． 

(1) 本研究を実施するにあたり，まず調査・

評価するための知識源を入手する必要が

ある．そこで，現存するインターネット

上のテキストリソースを利用する．まず，

荒らしユーザにとって特徴的である有害

表現は学校非公式サイトや掲示板などか

ら収集する．以前の研究から凡そ 3000

件は存在するが，最低限その倍の事例を

収集する．また，うつ病的な書き込みは

TOBYO 図書室（闘病者によって執筆さ

れ、インターネット上で公開されている

闘病記）から収集する．現在すでに 30

万件以上収集ずみであり，その約 10％は

うつ病に該当する．それらのリソースは

十分な後処理（固有表現マスキングなど）

によって学術研究用コーパスを構築する．

また，収集されたデータに対しては，有

害表現・うつ病的表現の箇所を示すタグ，

有害と判定した根拠，種類などを人手で

付与する． 

(2) 本研究では言葉で表される有害的要素・

うつ病的要素の定量化を行う.そのため

にはこれらの要素が検出指標としてどの

程度有効であるかを見積もる必要がある.

そこでまず，以前の研究結果を用いて有

害表現が感情不適切性と連関するしくみ

を明らかにし調査手続きを最適化する.

さらにうつ病的表現に対しては最適化し

た手続きを用いて同じく調べる． 

(3) コーパス中のある表現を有害表現，また

はうつ病的表現であると判断するために

は何らかの基準が存在するはずである．

それは例えば特定の語句であったり，特

定の表現，複数の語や表現の組み合わせ

であるかも知れないし，あるいは特定の

対話構造に依拠するものかも知れない．

そこで，収集したテキストリソースと上

記で得られる知見に基づいて，本研究で

扱う有害表現・うつ病的表現とは如何な

るものであるかという客観的定義を行う． 

(4) 本研究で設計する有害表現・うつ病的表

現検出手法の実用性を検証するためには，

開発する手法がどの程度ネットパトロー

ル担当者の負荷を軽減できるか否かを検

証する必要がある．そこで，学校非公式

サイトに適用した場合の有効性を明らか

にする． 

(5) 上記被加害者双方に着目したネットいじ

め対策技術の有効性を検証するためには，

各種類の表現抽出タスクのためのテスト

コレクションを構築する必要がある．そ

こで，有害表現・うつ病的表現検出に特

化した評価基準および評価手法を開発す

る． 

 

３．研究の方法 

 

本研究では， 3 つの言語資源（ネットいじめ

を含む書き込み，うつ病に悩んでいるユーザ

のブログ日記，感情情報のタグ付けの大規模

ブログコーパス）を用いて，４つのモジュー

ル（感情解析，文脈的適切性判定，有害表現

検出，うつ病的表現検出）を開発し，それら

統合して一つのシステムとした．また，調査

および評価のために有害表現・うつ病的表現

それぞれのテストコレクションを構築した．

開発においては PDCA サイクルに沿って各

モジュールの基本性能を評価しつつ，結果を

モジュールに反映させていった．初年度（平

成２７年度）には，研究に用いる各コーパス

の構築を行った.有害表現コーパスはネット

上の学校非公式サイトを中心に収集した.う

つ病的表現コーパスはTOBYO図書室のコン

テンツから該当するブログ記事を抽出し収

集した．また収集したデータに対しては統計

的特性の調査を行った．２年目（２８年度）

以降は，有害表現判定モジュール及びうつ病

的表現判定モジュールを設計し，実装と実験

評価を実施した． 

具体的には２７年度は，研究に用いる各コ

ーパスの構築を行った．有害表現コーパスは

ネット上の学校非公式サイトを中心に大規模

なデータを収集した.うつ病的表現コーパスは

TOBYO 図書室(www.tobyo.jp)から該当する

ブログ記事を収集した．また収集したデータ

に対しては統計的特性の調査を行った.２８

年度以降は有害表現判定モジュール及びう

つ病的表現判定モジュールを設計し，実装と

実験評価を実施した．具体的には，自然言語

処理手法を用いて 13 種類の前処理方法（形

態素解析，構文解析，固有表現抽出など）及

び人工知能の複数の手法（13 種類の分類器）

を比較した．最も高い性能の手法を実験的に

確定した． 

 

４．研究成果 

 

利用予定データの収集及び取得済みデータ

の拡大を行った：(A)一般ブログコーパス，



（B）有害表現コーパス（ネットパトロール

記録），(C)うつ病的表現コーパス．このコー

パスの全記事からうつ病に関係する記事の

自動抽出を行った．さらに未処理の言語資源

の前処理を行い文法情報及び感情情報のタ

グ付けを行った．更に有害書き込みの検出手

法の最適化及び評価を行った．その中機械学

習用の環境を構築し SPEC 文パターン抽出手

法を用いて(B)のコーパスから正例・不例を

抽出した．抽出したパターンを(A)によって

フィルタリングを行い有効のパターンのみ

を学習用のフィーチャとして登録した．有効

なフィーチャを基に機械学習し，システム評

価し，その結果は IJCAI2015 国際会議にて成

果発表した．また更なる最適化手法を

ACM-SoCC2015 国際会議にて発表した．そして，

多数の分類機を最適化した徹底的な成果の

分析を LTC-EDO2015ワークショップにて発表

した． 

 更に，ネットいじめ検出手法の最適化を行

った．まず，検出手法の種単語の自動収集及

びフィルタリング手法を提案し，国際会議Ｉ

ＣＡＴＩ２０１６で発表した．また種単語自

動取集手法の性能向上及び最適化し学術誌

（ＩＪＥＴＩ）にて論文を公開した．それを

従来手法と統合し，状況に応じてサステナブ

ルなネットいじめ検出手法を構築し学術誌

（ＩＪＣＣＩ）にて発表した．また，表記的

素性に加えて意味的素性を応用によって更

なる性能向上が得られた（国際会議ＳＣＩＳ

－ＩＳＩＳ２０１６）上で，感情解析システ

ムの実証実験を行った（学術誌ＬＬＳ）．そ

の次に，うつ病書き込み検出手法の開発を開

始し，これまでの実験方法と，文パターン抽

出手法を用いてうつ病患者ブログのコーパ

スから正例・ 不例を抽出し，特徴的パター

ンを一般ブログコーパスによてフィルタリ

ングし,有効のパターンのみを学習用のフィ

ーチャとして登録した．有効なフィーチャを

基に機械学習を行い，分類機の訓練を行った．

各手法の自動評価実験を行い，そこから得ら

れた結果を分析しエラーの修正を行い，分類

機の最適化に用いた． 

最終年では，これまでの研究に基づいて，

まずネットいじめを含む文書（書き込みな

ど）の前処理に用いた感情解析用のシステム

をオープンソースとして公開し Journal of 

Open Research Software にて発表した．また，

感情解析の結果を含むネットいじめ書き込

みの分析実験の結果の対照的分析を行い，

Technical Transactions学術誌にて発表した．

さらにネットいじめ検出方法の最適化実験

の一つとして以前に用いた文法的素性のほ

かに意味的（セマンティック）素性を用いて

実験を行い，その結果を Journal of Advanced 

Computational Intelligence and 

Intelligent Informatics にて発表した．実

験結果としてネットいじめ検出において意

味的素性は文法的素性ほど高くない結果を

もたらすことが分かった．さらに，本研究課

題にて作成したシステムを ID 交換掲示板に

おける有害な書き込みの検出にも応用し，開

発システムの SNS上の性能を確認することが

できた．また，ネットいじめの書き込みでは，

顔文字や曖昧な表現が頻出し分析は困難で

あるため，書き込みにおける顔文字及びその

意味曖昧性を推定するシステムを開発し 8th 

Language & Technology Conference (LTC) 

2017 国際会議にて研究成果の発表を行った．

さらに，これまでに日本語のために開発して

きた技術は十分な性能を得られたため，ほか

の自然言語のひとつであるポーランド語に

も応用し十分な結果を確認し，8th Language 

& Technology Conference(LTC) 2017 国際会

議にて成果発表を行った．そして開発したシ

ステムの検出性能をより向上させるために，

畳み込みニューラルネットワークをベース

にした深層学習の手法まで応用し，さらに性

能向上を行うことができ最終的検出結果を

93.5％まで引き上げることができ IJCAI2017

のワークショップにて成果発表を行った． 
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